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ンを行うと効果的かを指摘した研究（Sutton et al., 1997）,観戦の満足度とチームへのアイデ
ンティフィケーションが再観戦意図に与える影響を明らかにした研究（Wakefield & Slone, 
1995; Laverie & Arnett, 2000; Matsuoka et al., 2003; Trail et al., 2005），スポーツ観戦者
の観戦動機に関する研究（Trail et al., 2003; James & Ross, 2004; Lee et al., 2005; Ross & 
James, 2006; Greenwell et al., 2007; Wegmeyer et al., 2007; Kim et al., 2008; Koo & Hardin, 
2008; Wann et al., 2008）などである。特に、観戦動機に関する研究は、観戦者の消費行動
を起こすきっかけを理解することで、顧客の行動が予測でき、消費者を明確にすることが
可能となるものである（高田ら，2008）。具体的には、異なる競技間で観戦動機の比較を行
った研究（James & Ross, 2004; Wann et al., 2008），チームへの愛着レベルとそれぞれの観
戦動機の違いを明らかにした研究（Trail et al., 2003; Koo & Hardin, 2008），マイナーリー
グや新興のスポーツを題材にし、その観戦動機，観戦要因を明らかにした研究（Lee et al., 












































































































20 歳未満  4.9%
























































































































& Branscombe, 1993; Wakefield & Slone, 1995; Laverie & Arnett, 2000; Matsuoka et al., 
2003; Trail et al., 2005; James & Trail, 2008）。また、Wakefield & Slone(1995), Sutton et 













出したプロモーションも必要なのではないかということが示唆される。Trail et al. (2003), 













男　性 (n=179) 女　性 (n=86)
Mean SD Mean SD F value
チーム因子 3.78 0.89 3.84 0.80 0.28 N.S.
選手因子 3.19 0.95 3.29 1.00 0.63 N.S.
社会的因子 3.57 0.72 3.79 0.58 6.27 p<0.05
スポーツ因子 4.35 0.65 4.15 0.68 5.59 p<0.05
コミュニティ因子 3.86 0.77 3.85 0.72 0.02 N.S.
( 単）レベルの高いプレイ 3.34 1.04 3.52 0.93 1.82 N.S.
( 単）全力で戦っている姿 4.09 0.81 4.23 0.75 1.73 N.S.
( 単）勝敗を重要視 3.04 1.10 3.14 1.08 0.51 N.S.
表 5　　観戦回数を区分した平均値と標準偏差
1-2 試合 (n=99) 3 試合以上 (n=166)
Mean SD Mean SD F value
チーム因子 3.37 0.83 4.07 0.76 48.34 p<0.001
選手因子 2.88 0.89 3.44 0.96 22.21 p<0.001
社会的因子 3.41 0.54 3.78 0.72 19.53 p<0.001
スポーツ因子 4.13 0.69 4.39 0.63 9.03 p<0.01
コミュニティ因子 3.69 0.72 3.96 0.77 7.61 p<0.01
( 単）レベルの高いプレイ 3.36 0.89 3.42 1.07 0.21 N.S.
( 単）全力で戦っている姿 3.92 0.71 4.27 0.81 12.93 p<0.001
( 単）勝敗を重要視 2.84 0.94 3.22 1.16 7.63 p<0.01
表 4　　年齢を区分した平均値と標準偏差
18-39 歳 (n=104) 40 歳以上 (n=161)
Mean SD Mean SD F value
チーム因子 3.75 0.87 3.83 0.85 0.61 N.S.
選手因子 3.26 0.97 3.21 0.97 0.18 N.S.
社会的因子 3.69 0.58 3.61 0.74 0.74 N.S.
スポーツ因子 4.28 0.73 4.29 0.63 0.02 N.S.
コミュニティ因子 3.79 0.76 3.90 0.76 1.20 N.S.
( 単）レベルの高いプレイ 3.33 0.96 3.45 1.03 0.87 N.S.
( 単）全力で戦っている姿 4.10 0.82 4.15 0.77 0.25 N.S.










い影響を及ぼす要因の一つであると考えられる。したがって、Wakefield & Slone (1995), 
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